
対象
学生

◎：履修を強く推奨する科目
○：推奨科目

社会人、ビジネス
パーソンとしての基
礎知識の修得、会
計・財務に関連する
基礎知識の修得

会計・財務に関連す
る専門知識の修得、
経営や法律に関する
基礎知識の修得、会
計・財務に関連する
資格取得

関心のある業界の知
識修得、経理もしく
は関心のある業界に
関するインターン
シップによる仕事体
験、英語力の強化
（TOEIC点数アッ
プ）、会計・財務に
関連する資格取得

会計・財務に関する
専門知識の強化・資
格取得、会計・財務
に関する研究論文作
成

1年次 2年次 3年次 4年次

レジャー論 2 1 ○ ○ ○

観光学概論 2 1 ○ ○ ○

旅行業経営論 2 2 ○ ○ ○

ホテルビジネスⅠ(営業) 2 2 ○ ○ ○

ホテルビジネスⅡ(管理) 2 2 ○ ○ ○

テーマパーク論 2 2 ○ ○ ○

カルチャー・エンターテイメント産業論 2 2 ○ ○ ○

スポーツ産業論 2 2 ○ ○ ○

ホスピタリティ経営論 2 2 ○ ○ ○

物流ビジネス 2 1 ○ ○ ○

流通ビジネス 2 1 ○ ○ ○

ブランドビジネス 2 1 ○ ○ ○

広告ビジネス 2 1 ○ ○ ○

ファッションビジネス 2 1 ○ ○ ○

グローバル経営入門 2 2 ○ ○ ○

外国為替入門 2 2 ○ ○ ○

金融論 2 2 ○ ○ ○

ビジネス表計算演習 2 2 ○ ○ ○

金融ITビジネス（FinTech） 2 2 ○ ○ ○

「会計・財務」履修モデル

企業の経理部門を中心に、総務や経営企画
等の管理部門への就職を目指す学生（業界
は問わない）

学修の重点分野

経理の部門で必要とされる会計や財務に関する専門
的知識の修得、関連する資格の取得、インターン
シップなどの実習を通じた実践的知識の修得、志望
する業界に関する専門的知識の修得、英語力の向上

取得したい資格・試験、履修を強く推奨する実習・演習等
　　TOEIC600点以上、日商簿記検定１級、２級、３級、ファイナンシャルプラン
ナー２級、３級、中小企業診断士

学修ストーリーの考え方

科目
区分

授　業　科　目 単位年次
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科目
区分

授　業　科　目 単位年次

経営管理論 2 2 ◎

経営組織論 2 2 ◎

経営戦略論 2 2 ◎

国際経営論 2 2 〇 ○

人事資源管理論 2 2 〇 ○

生産管理論 2 2 〇 ○

コーポレートガバナンス論 2 2 〇 ○

簿記Ⅰ 2 1 ◎

簿記Ⅱ 2 1 ◎

簿記Ⅲ 2 2 ◎

簿記Ⅳ 2 2 ◎

簿記Ⅴ 2 2 ◎

現代社会と監査 2 2 〇

内部統制とリスクマネジメント 2 2 〇

財務会計基礎 2 2 ◎

財務会計応用 2 2 ◎

税法概説 2 2 〇

財務管理基礎 2 2 ◎ ◎

財務管理応用 2 2 ◎ ◎

グローバル・コーポレートファイナンスⅠ 2 2 ◎ ◎

グローバル・コーポレートファイナンスⅡ 2 2 ◎ ◎

意思決定のための管理会計 2 2 ◎

業績管理会計 2 2 ◎

社会環境会計 2 2 ◎

国際会計基礎 2 3 〇 ○

国際会計応用 2 3 〇 ○

税務会計基礎 2 2 〇 ○

税務会計応用 2 2 〇 ○

企業法Ⅰ(会社法) 2 2 ◎

企業法Ⅱ(商法・金融商品取引法) 2 2 ◎

情報サービス産業論 2 1 ○ ○ ○

エコビジネス 2 1 ○ ○ ○

企業の数量的意思決定 2 2 ○ ○
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